
2001 DECEMBER

11月３日「よいしょ、よいしょ」と力強い声とともに、市原村長

が餅をつく産業まつりでの一場面。つきたてのお餅は無償配布され、

子どもから大人まで満足顔でした。文化会館や中央公民館で同日開催

された文化祭もあわせてイベントが盛りだくさんの中、大勢のお客さ

んでにぎわいました。
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笑顔笑顔

交通事故０を目指して

安心して生活できる道づくり

6 村職員の給与等を公表します村職員の給与等を公表します
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村内の交通事故は年々増加傾向にあります。
このような状況の中、交通事故をなくし安心して

生活できる住みよい街をつくろうと、道路整備と併せて
啓発活動を積極的に実施しています。村では「交通安全対策

協議会」や「交通安全母の会」といった団体が、自主的に交通安全
活動を行い事故防止を呼びかけています。年4回の全国交通事故防止運
動の参加や街頭啓発、見通しの悪い交差点などの草刈り、各種行事での交
通整理、交通安全教室などを年間通して行っています。
ドライバーは早めの点灯とシートベルトの着用をし、わき見運転や速度超過
をやめ、歩行者及び自転車を利用する人は明るい服装や反射材をつけましょう。
また、平成13年12月10日（月）から平成14年1月3日（木）までは年末
年始の交通事故防止運動が全国一斉に実施されます。年末年始は交
通量の増加に伴う道路の混雑に加え、飲酒の機会が多くなるこ
となどにより交通事故の多発が予想されます。「自分も事
故の当事者になるかも知れない、気をつけよう」と
いった素直な気持ちを大切にし、交通事故０を

目指しましょう。

　

　　
交通
事故〇を目指して

ゼ ロ

夏の全国交通安全運動の一環とし、いねむり運転の防止を訴え「おしぼり作戦」を展開する
交通安全対策協議会（会長：御簾納　登さん）と交通安全母の会（会長：角田　成子さん）のみなさん
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さ
ん
の
ご
協
力
を

い
た
だ
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ら
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備
を

進
め
て
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現
在
実
施
中
の

補
助
事
業

心 して生活できる
道づくりを目指して！

村
で
は
、
重
要
な
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
「
第
４

次
長
生
村
総
合
計
画
」
や

「
長
生
村
の
ま
ち
づ
く
り
基

本
方
針
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に
よ
り
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整
備
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方
針
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み
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く
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基
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計
画
を

策
定
し
て
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し
て
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す
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け
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道
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で
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踏
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ん
で
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ま
せ
ん
。

長
生
村
の
道
路
交
通
施

設
の
現
況
を
調
査
し
た
上

で
、
問
題
点
や
課
題
を
抽
出

し
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め

の
道
路
整
備
計
画
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策
定
し

て
い
ま
す
。
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象
と
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る
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は
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内
の
幹
線
道
路
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ず
、
公
共
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設
連
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通
学
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た
身
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ち
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業
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へ
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整
備
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。
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こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなが安

現
在
、
村
が
管
理
し
て

い
る
道
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は
９
５
５
路
線
、

道
路
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は
３
２
６
㎞
も

あ
り
ま
す
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こ
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し
て
あ
る
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２

５
３
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５
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で
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歩
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の

つ
い
て
い
る
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は

19
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で
す
。
村
の
管
理
す

る
道
路
に
お
け
る
舗
装
率

は
、
平
成
13
年
４
月
１
日

現
在
で
77
・
８
％
で
す
。

今
年
度
は
、
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に
や
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し
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み
ち
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づ
く
り
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
域
に
密
着
し

た
生
活
道
路
は
、
整
備
で

き
る
道
路
幅
に
制
約
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度

か
ら
通
学
路
に
つ
い
て
試

行
的
に
車
道
と
歩
行
者
ゾ

ー
ン
の
区
分
を
図
り
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

舗　装
９路線 2620ｍ

新設工事

舗　装
３路線 1280ｍ

修繕工事

道　路
６路線 790ｍ

改良工事

道路排水
６路線 900ｍ

整備工事

今年度の整備箇所
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。
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だ
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。
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と
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と
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自
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車
な
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ス
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に
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が
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ま
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小
枝
切
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

住民要望を組み入れ、整備箇所を検討するスタッフ
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区　　　分 経験年数7～10年 経験年数10～15年 経験年数15～20年

一般行政職
大学卒 236,200円 270,500円 282,800円

高校卒 200,050円 234,633円 264,033円

表１　人件費の状況（平成12年度一般会計決算）

表２　職員給与費の状況（平成13年度一般会計予算）

職員数 １人当たり
区　分 期末.勤勉 給　与　費

Ａ 給　　料 職員手当 手　　当 計　Ｂ （Ｂ／Ａ）

平　成 千円 千円 千円 千円 千円
13年度 135人 534,016 63,622 231,048 828,686 6,138

給　　　　与　　　　費

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
２．給与費は当初予算に計上された額であり、給与費改善分として１％分
を含みます。

表３　職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢
の状況　　　　　　　　（平成13年4月1日現在）

区　分
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

長生村
円 円 歳 円 円 歳

337,880 377,090 41.11 280,076 302,359 52.05

千葉県
円 円 歳 円 円 歳

378,547 463,104 43.2 335,806 385,273 47.8

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

表４　職員の初任給の状況　　（平成13年4月1日現在）
長　生　村 千　葉　県 国

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

初任給
採用2年経過

日の給料額 日の給料額 日の給料額

大学卒
円 円 円 円 円 円

一　般 174,400 188,900 181,400 195,000 174,400 188,900
行政職

高校卒
円 円 円 円 円 円

146,500 157,700 146,500 157,700 141,900 151,800

区　　分

表５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成13年4月1日現在）

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用
後の年数をいいます。

表６　一般行政職の級別職員数の状況
（平成13年4月1日現在）

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 ８　級 計

標準的な 主事補 主　事 主任主事 主任主事 係　長 課長補佐 課長補佐 課　長

職務内容 技師補 技　師 主任技師 主任技師 副主査 主　査 副主幹 主　幹

職員数 1人 18人 9人 3人 20人 10人 5人 17人 83人

構成比 1.2％ 21.7％ 10.8％ 3.6％ 24.1％ 12.1％ 6.0％ 20.5％ 100％

1年前の
17.6％ 14.8％ 13.9％ 21.3％ 11.1％ 6.5％ 14.8％ ー 100％

構成比

3年前の
18.7％ 15.0％ 10.3％ 26.2％ 9.3％ 6.5％ 14.0％ ー 100％

構成比

（注）１．長生村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

村
職
員
の
給
与
等
を

公
表
し
ま
す

長
生
村
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
そ
の
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
公
表

し
ま
す
。

な
お
、
こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
給
与
な
ど
は
、
す
べ
て

税
や
各
種
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
す
。

参
　
考

住民基本 歳 出 額 実質収支 人 件 費 人件費率 （参　考）

区　分 台帳人口 平成11年度

（年度末） Ａ Ｂ Ｂ／Ａ の人件費率

平　成 H13.3.31 千円 千円 千円 ％ ％

12年度 14,446人 4,562,363 250,832 1,139,960 25.0 25.8
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区　　分 長　　生　　村 国

（平成12年度支給割合） （平成12年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当 期末手当　　勤勉手当

期末手当 ６月期　1.45月分　　0.6月分 ６月期　1.45月分　　0.60月分

12月期 1.60月分　　0.55月分 12月期 1.60月分　　0.55月分

勤勉手当 ３月期　0.55月分　　 ３月期　0.55月分　　

計　　3.60月分　　1.15月分 計　　3.60月分　　1.15月分

職制上の段階、職務の級など 職制上の段階、職務の級など

による加算措置　　有 による加算措置　　有

（支給率） 自己都合　　勧奨・定年（支給率） 自己都合　　勧奨・定年

勤続20年　 21.0月分　　 34.65月分 勤続20年　 21.0月分 28.875月分

勤続25年　33.75月分　　 44.55月分 勤続25年　33.75月分 44.55月分

勤続35年　 47.5月分　　 62.7月分 勤続35年　 47.5月分 62.7月分

退職手当 最高限度額 60.0月分　　 62.7月分 最高限度額 60.0月分 62.7月分

その他の　定年前早期退職特例措置 その他の
加算措置　2％～20％加算 加算措置

退職時特別昇給　　　1号給 退職時特別昇給　　　1号俸

１人当たり　22,693千円
平均支給額

表７　職員手当の状況

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員
に支給された平均額です。

支給対象地域 長生村全域

調 整 手 当 支給率 ２％

（平成13年 支給対象職員数 全職員

4月1日現在） 支給対象職員１人当たり平均
72,567円

支給年額（平成12年度決算）

区　　　分 全　職　種

職員全体に占める手当支給職員の割合 8.5％

特 殊 勤 務 支給対象職員１人当たり平均支給年額 18,833円

手　　 当 手当の種類（手当数） 9

（平成12年度） 支給の多い手当 税務手当

代表的な手当の名称　多くの職員に支給
税務手当

されているもの

平成11年度
支給総額 17,523千円

時　間　外 職員１人当たり支給年額 126千円

勤 務 手 当
平成12年度

支給総額 18,141千円

職員１人当たり支給年額 124千円

区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度との異同

・配偶者　　　　　　　　　　　　　16,000円

・配偶者以外の扶養親族

扶養手当
２人目まで　　　　　　　　 １人　6,000円

同　　じ
３人目から　　　　　　　　 １人　3,000円

16歳の年度初めから22歳の年度末までの

子がいる場合の加算　　　　 １人　5,000円

・借家の場合　　　　　　　家賃の額に応じて
異 な る

（家賃12,000円を　　　　　　　　27,000円
借家の場合国の住居手当 超える場合に限る） を限度に支給
制度と同じ

・自宅の場合　　　　　　　　　　4,300円

・電車、バスを利用する場合　　　全額支給

通勤手当 ・乗用車等を使用する場合使用距離に応じて 異 な る

2,000円から11,130円を支給

表８　特別職の報酬などの状況（平成13年4月1日現在）

区　　分 給　料　月　額　な　ど

村　長 788,000円

給　　料
助　役 639,000円

収入役 608,000円

教育長 577,000円

議　長 285,000円

報　　酬 副議長 237,000円

議　員 214,000円

（平成12年度支給割合）

村　長 ６月期　　　　　　　　　2.05月分

助　役 12月期　　　　　　　　　2.15月分

収入役 ３月期　　　　　　　　　0.50月分

期末手当
教育長 計　　　　　　　　　　4.70月分

（平成12年度支給割合）

議　長 ６月期　　　　　　　　　2.05月分

副議長 12月期　　　　　　　　　2.15月分

議　員 ３月期　　　　　　　　　0.50月分

計　　　　　　　　　　4.70月分

対前年
主　な　増　減　理　由

平成12年 平成13年増減数

議　会 2 2 0

総　務 24 23 △1 退職不補充

税　務 9 9 0

民　生 43 41 △2 会計の種別変更（介護保険導入）

衛　生 11 9 △2 会計の種別変更（介護保険導入）

農林水産 11 11 0

土　木 13 12 △1 欠員不補充

小　計 113 107 △6

教　育 28 26 △2 欠員不補充

小　計 28 26 △2

病　院 4 4 0

下水道 5 5 0

その他 2 7 5 会計の種別変更（介護保険）

小　計 11 16 5

合　　計 152 149 △3

一
般
行
政
職
部
門

特
別
行
政
な
ど

公
営
企
業
な
ど

職　員　数
区　分

表９　部門別職員数の状況と主な増減理由

（各年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

表10 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況

①　定員適正化目標

最終年度の計画人員　一般行政：105人（1人増、1.0％増）

平成9年度～13年度までの5ヶ年を捉えて策定された定員適正化計画の中で

今年度の一般行政職は、107人で計画数より2人増となっています。

②　定員適正化計画の年次進捗状況（実績）

（各年４月１日現在）

区　分 H９年 H10年 H11年 H12年 H13年 H9年～13年

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 計

減　員 0 10 0 2 7 19

一般行政
増　員 5 7 2 7 1 22

差　引 5 △3 2 5 △6 3

職員数 109 106 108 113 107 107

◇期末手当、勤勉手当及び退職手当

◇調整手当

◇特殊勤務手当

◇時間外勤務手当

◇扶養手当、住居手当及び通勤手当
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日
本
医
科
大
学
附
属
千
葉
北
総
病
院

で
は
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け
て
重
症

患
者
の
救
命
率
の
向
上
、
後
遺
症
の
軽

減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と

し
て
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」

を
運
航
し
ま

す
。こ

れ
は
、

消
防
機
関
な

12
月
１
日
か
ら
上
下
水
道
徴
収
事
務

受
託
者
で
あ
る
「
㈱
新
都
市
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
の
社
名
が
「
㈱
ジ
ェ
ネ
ッ

ツ
」
に
変
わ
り
ま
す
。
な
お
、
業
務
内

容
・
電
話
番
号
（
24
）
７
５
６
３
に
変

現
在
村
で
は
、
各
種
団
体
の
協
力
に

よ
り
、
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や

心
配
ご
と
な
ど
に
対
し
て
相
談
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
が
複
雑
多
岐
に

わ
た
り
法
律
問
題
に
触
れ
る
も
の
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、
村
で
は
さ

ら
な
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

平
成
14
年
１
月
21
日
の
月
曜
日
を
第
１

回
と
し
、
毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
祭
日

で
休
み
の
場
合
は
火
曜
日
）
の
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
、
今
井
一
雄
弁
護
士

今
年
度
よ
り
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◇
実
施
期
間

12
月
３
日
か
ら
平
成
14
年

１
月
31
日

◇
対
象
者

65
歳
以
上
の
人
（
接
種
日
ま

で
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
）

◇
接
種
料
金

４
、
５
０
０
円
の
と
こ
ろ

自
己
負
担
１
、
０
０
０
円

◇
医
療
機
関

長
生
郡
市
内
の
医
療
機
関

◇
接
種
日
及
び
受
付
時
間

各
医
療
機
関
に
直
接
電
話
し
、
予
約
し

て
か
ら
行
な
っ
て
く
だ
さ
い

◇
そ
の
他

65
歳
以
上
の
該
当
者
に
は
、

予
診
票
な
ど
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
届
い
て
い
な
い
人
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い

※
予
防
接
種
は
本
人
の
希
望
に
よ
り
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
説
明
書
を
よ
く
読

み
予
診
票
を
正
確
に
記
入
し
、
不
明
な
点

は
医
師
に
相
談
し
た
上
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

上
下
水
道
の
料
金
徴
収

事
務
受
託
者
の

社
名
が
変
わ
り
ま
す

村
の
住
民
法
律
相
談
を

新
設
し
ま
す

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
開
始
さ
れ
ま
す

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

ど
か
ら
の
要
請
に
よ
り
短
時
間
の
内
に
医

師
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
現
場
へ
急
行
し
、

出
動
現
場
で
治
療
を
行
い
な
が
ら
素
早
く

患
者
を
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
当
面
は
、
運
航
時
間

を
午
前
８
時
30
分
か
ら
日
没
30
分
前
と
し

て
稼
動
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
本
部
警
防
課

（
20
）
０
１
１
９

総
務
課
　
　
（
32
）
２
１
１
１

に
よ
る
住
民
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
。

◇
開
設
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

研
修
室
（
役
場
庁
舎
西
側
）

◇
相
談
料

無
料

◇
相
談
時
間

１
人
概
ね
30
分

◇
対
　
象

村
内
に
住
所
が
あ
る
個
人

（
現
在
訴
訟
中
の
も
の
は
除
く
）

◇
予
約
受
付

毎
月
第
１
月
曜
日
午
前

９
時
よ
り
電
話
で
受
付
（
先
着
６
人
）

◇
受
付
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課

（
32
）
２
１
１
１

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
水
道
部
業
務
課

（
23
）
９
４
８
２

下
水
環
境
課
　
　
（
32
）
２
４
９
４

痴
呆
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
痴
呆
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
適
切
な
介
護

法
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

次
の
と
お
り
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
14
日(

金)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
ま
で(

受
付
１
時
〜
１
時
30
分)

◇
と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
講
　
師

痴
呆
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
会

よ
り
３
人

◇
内
　
容

痴
呆
症
の
理
解
と
適
切
な
介
護

◇
定
　
員

80
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

◇
申
込
期
限

12
月
７
日
（
金
）

◇
申
込
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
又

は
電
話
で
申
し
込
む

◇
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
32
）
６
８
０
０

運航される「ドクターヘリ」
（尼ヶ台公園にて）

税金は納期内に納税を　　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
9

！！

私
は
国
民
年
金
に
加
入
し
、
付

加
保
険
料
も
あ
わ
せ
て
納
め
て
い

ま
す
。
先
日
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

「
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付
被
保
険
者

非
該
当
通
知
書
」
が
届
き
ま
し
た
。
国
民

年
金
基
金
に
加
入
し
た
た
め
、
付
加
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
、

と
い
う
こ
と
で
す
が
ど
う
し
て
で
す
か
。

ま
た
、
今
ま
で
納
め
た
付
加
保
険
料
は

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

付
加
年
金
は
、
よ
り
多
く
の
年

金
を
受
け
た
い
と
い
う
要
望
に
よ

り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
定
額
保
険
料
の

他
に
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

め
る
と
、
そ
の
納
め
た
期
間
に
つ
い
て
１

カ
月
あ
た
り
２
０
０
円
で
計
算
し
た
額
が

老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
基
金
も
付
加
年
金
と
同
じ
く

第
１
号
被
保
険
者(

自
営
業
者
の
人
な
ど)

の
人
が
、
よ
り
豊
か
な
老
後
の
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
給
付
を

す
る
制
度
で
す
の
で
、
国
民
年
金
基
金
に

加
入
す
る
と
付
加
年
金
へ
の
加
入
は
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
納
め
た
付
加
保
険
料

は
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ

支
給
さ
れ
ま
す
。

高
齢
者
に
な
る
と
、
階
段
や
お
風
呂

な
ど
家
の
中
で
け
が
を
す
る
の
で
は
な

い
か
、
賃
貸
住
宅
へ
の
入
居
を
断
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
住
ま
い

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
が
生
じ
て

き
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
な
く
し
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住
環
境
を

つ
く
る
た
め
、「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定

確
保
に
関
す
る
法
律
」
が
今
年
４
月
に

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
３
つ
の
柱
で
、
高
齢
者
に
や
さ

し
い
住
ま
い
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
高
齢
者

向
け
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
促
進

・
民
間
事
業
者
の
取
組
を
支
援
す
る
高

齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
制
度

・
既
存
住
宅
を
購
入
し
優
良
賃
貸
住
宅

と
す
る
た
め
の
住
宅
金
融
公
庫
融
資

の
特
例

●
高
齢
者
の
持
家
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

・
高
齢
者
対
象
の
住
宅
金
融
公
庫
融
資

の
特
例
と
し
て
一
括
償
還
型
バ
リ
ア

フ
リ
ー
リ
フ
ォ
ー
ム
融
資
制
度

ＡＡ ＱＱ
基
金
加
入
と

付
加
保
険
料

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 

「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に

関
す
る
法
律
」
が
制
定
！

千
葉
県
で
は
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
の

総
合
的
な
指
針
と
な
る
「
千
葉
県
都
市
整

備
基
本
方
針
」
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

現
在
こ
の
原
案
に
つ
い
て
、
県
民
の
意
見

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

原
案
は
次
の
場
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
概
要
は
配
布
い
た
し
ま
す
。

①
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http：
//w
w
w
.pref.chiba.jp/

）

②
県
及
び
各
市
町
村
の
都
市
政
策
担
当
課

◇
募
集
期
間

12
月
17
日
（
月
）
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
都
市
部
都
市
政

策
課
　
政
策
班

０
４
３
（
２
２
３
）
３
１
６
６

都
市
整
備
基
本
方
針
の

意
見
を
募
集

●
高
齢
者
が
安
心
し
て
入
居
で
き
る
賃
貸

住
宅
市
場
を
整
備

・
高
齢
者
世
帯
の
入
居
を
拒
ま
な
い
賃
貸

住
宅
の
登
録
・
閲
覧
制
度

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
終
身
建
物
賃
貸
借
制
度

※
さ
ら
に
今
年
10
月
よ
り
高
齢
者
が
入
居

可
能
な
賃
貸
住
宅
情
報
を
提
供
す
る
「
高

齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
の
登
録
・
閲
覧

制
度
」、
登
録
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
と
す

る
「
家
賃
債
務
保
証
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

（
32
）
２
４
９
３

高齢者にやさしいバリアフリー住宅

部 屋 の
出入り口廊 下

お 風 呂
手すりを設置

介助しやすい
十分な広さ

広い出入り口

車いすが通れる広さ

部屋の仕切りの
段差を解消

手すりは
連続して設置
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

文
化
祭
・
産
業
ま
つ
り

11
月
１
日
に
八
積
小
学
校
で
、
一
宮
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
「
人
権
の
花

の
贈
呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

芍
薬
の
株
苗
30
株
が
中
村
会
長
よ
り

「
人
権
の
花
で
あ
る
芍
薬
の
花
を
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
育
て
て
、
来
年
の
春
大

き
な
花
を
咲
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
言

葉
を
添
え
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
６
年
生
の

小
高
拓
也
君
が
「
み
ん
な
で
大
切
に
育
て

て
い
き
ま
す
。
八
積
小
学
校
を
明
る
い
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

たくさんの力作がならんでいます

立派な花を咲かせます

一軒一軒を訪問し注意事項を確認

11
月
３
日
に
長
生
村
民
文
化
祭
が
中

央
公
民
館
と
文
化
会
館
で
、
産
業
ま
つ

り
が
旧
役
場
跡
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
の
歌
や
踊
り
の
舞

台
発
表
、
中
央
公
民
館
や
ロ
ビ
ー
で
は

写
真
や
盆
栽
、
手
芸
や
陶
芸
な
ど
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
調
理
室
で
は

そ
ば
作
り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
産
業
ま
つ
り
で
は
大
抽
選
会

や
ダ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

思
い
や
り
の

気
持
ち
を
大
切
に

火
の
元
は
大
丈
夫
で
す
か
？

火
災
予
防
で
住
宅
防
火
査
察
を
実
施

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
11

月
10
日
に
下
村
自
治
会
を
対
象
と
し
た
防

火
診
断
が
、
消
防
署
職
員
の
指
導
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

各
家
庭
を
訪
問
し
て
調
理
機
具
の
使
用

状
況
、
消
火
器
の
設
置
場
所
や
有
効
期
限
、

危
険
物
の
貯
蔵
状
態
な
ど
を
診
断
し
ま
し

た
。
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
れ
を
機
に
、

火
災
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
家
の
中
や
ま
わ

り
の
再
点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「おめでとう！苗木が当りましたよ～」
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大
声
で
歌
い
ま
し
た

どのクラスも素晴しい合唱でした

11
月
15
日
に
村
主
催
に
よ
る
合
同

七
五
三
祝
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
対
象
者
は
１
５
６
人

で
、
記
念
品
と
し
て
村
と
Ｊ
Ａ
長
生

か
ら
千
歳
飴
と
文
房
具
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
市
原
村
長
か
ら
「
自
分
の
こ

と
は
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
努
力
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

式
終
了
後
「
コ
ン
太
と
森
の
仲
間

た
ち
」
の
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
千
歳
飴
を
受
け
取
る
園
児

10
月
21
日
に
尼
ヶ
台
総
合
公
園
で
第
29

回
長
生
農
林
業
祭
「
グ
リ
ー
ン
パ
ラ
ダ
イ

ス
in
長
生
」
が
、
郡
市
内
の
各
種
団
体
の

参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
始
ま
る
９
時
30
分
に
は
大
勢

の
お
客
さ
ん
で
会
場
は
い
っ
ぱ
い
。
式
典

終
了
後
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
祝
い
餅

投
げ
」
で
は
、
我
先
に
と
特
設
ス
テ
ー
ジ

前
に
お
客
さ
ん
が
集
中
し
身
動
き
出
来
な

い
程
の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

市
町
村
の
特
産
品
の
販
売
や
無
償
配
布
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
と
、
午
後
３
時
の
閉
会

ま
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大
盛
況
で
し
た

郡
市
農
林
業
祭

こっちにも投げて･･･！　あちこちから声が

お
芋
を
両
手
に

大
は
し
ゃ
ぎ

「
先
生
見
て
見
て
〜
」「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
と
れ
た
よ
」
と
大

き
な
芋
を
手
に
し
た
園
児
た
ち
の

元
気
な
声
が
畑
に
響
き
ま
す
。

11
月
12
日
、
八
積
保
育
所
の
園

児
が
長
谷
川
さ
ん
（
金
田
）
の
畑

で
芋
ほ
り
を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
泥
だ
ら
け
に
な
り
な

が
ら
一
生
懸
命
に
掘
っ
た
お
芋

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
山
積
み
に

な
り
ま
し
た
。

大きいお芋と小さいお芋、対象的だね

お
め
で
と
う
！

合
同
七
五
三
祝

10
月
27
日
に
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
て
、

長
生
中
の
生
徒
に
よ
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
合
唱
と
い

う
音
楽
活
動
を
と
お
し
て
一
人
ひ
と
り
が

認
め
合
い
協
力
し
、
音
楽
性
を
養
う
と
共

に
学
校
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
年
ご
と
に

設
定
さ
れ
た
課
題
曲
に
自
由
曲
を
プ
ラ
ス

し
、
ク
ラ
ス
別
に
１
年
生
か
ら
順
次
発
表

し
ま
す
。
会
場
に
は
保
護
者
の
み
な
さ
ん

も
た
く
さ
ん
つ
め
か
け
満
員
状
態
の
中
、

さ
わ
や
か
な
歌
声
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

響
い
て
い
ま
し
た
。
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健
診
と
予
防
接
種

▽
一
歳
半
健
診

（
平
成
12
年
４
・
５
・
６
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
５
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

▽
三
種
混
合

と
　
き
＝
12
月
７
日
（
金
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

▽
風
し
ん

と
　
き
＝
12
月
18
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

12
月
７
日
（
金
）
・

21
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖
検

査
・
尿
検
査
・
尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定
・
保
健
指
導
・

栄
養
指
導
な
ど

※
７
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い
ま

す
。
希
望
者
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
診
調
査
書
の
配
付

定期的に健康相談を利用する人も増えてきました

例
年
実
施
し
て
い
る
基
本
健
康

診
査
及
び
結
核
健
診
、
各
種
が
ん

健
診
な
ど
の
、
希
望
調
査
書
を
12

月
下
旬
に
自
治
会
長
を
通
し
て
配

▽
乳
児
健
診

（
平
成
12
年
12
月
・
平
成
13
年

５
月
・
８
月
生
）

と
　
き
＝
12
月
19
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜
２

時
30
分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

９月の研修会で勉強した高齢者の食事を、キッチ

ンカー（栄養指導車）を利用して各自治会で試食会

と献立の配付を行いました。

八積地区は10月１日に北水口自治会館、一松地区

は10月11日に驚公民館、高根地区は10月15日に新

田自治会館でそれぞれ実施しました。

近隣のお年寄りの会（念仏講・中年講）や老人ク

ラブのみなさんに招待状を配り、毎回20人ほどの人

たちに参加していただきました。

今回は昼食として食事を用意したので、午前中よ

り集まっていただきました。大雨などの悪天候の日

もありましたが、

参加していただ

きありがとうご

ざいました。出

席していただい

た人からはおい

しいといっても

らえました。

付
し
ま
す
。

こ
の
調
査
書
は
平
成
14
年
３
月

か
ら
実
施
す
る
、
村
の
住
民
健
診

の
対
象
者
を
把
握
す
る
た
め
の
大

切
な
も
の
で
す
。家
族
で
相
談
し
、

記
入
も
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
14
年
１
月
８
日
（
火
）
ま

で
に
自
治
会
（
班
長
）、
ま
た
は

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ

ば
」
は
12
月
10
日
（
月
）
の

９
時
〜
正
午
ま
で
で
す
。

レシピを見ながら説明を聞く参加者
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保健婦だより

かぜ・インフルエンザかぜ・インフルエンザのの
予防の季節です予防の季節です

今月の担当は池です

か
ら
だ
が
弱
っ
て
い
る
と
き

や
疲
れ
て
い
る
と
き
な
ど
に
、

か
ぜ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
ひ

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

か
ぜ
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ

っ
と
し
た
ス
キ
を
つ
い
て
入
り

込
ん
で
き
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
普
段

か
ら
の
体
力
づ
く
り
と
健
康
管

理
が
大
切
で
す
。

◎
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
す
る
た
め
に
！

①
手
を
洗
う

か
ぜ
の
基
本
的
な
予
防
対
策

は
手
を
洗
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
か
ぜ
の

ウ
ィ
ル
ス
は
空
気
感
染
よ
り
も

人
と
人
の
手
を
伝
わ
っ
て
感
染

す
る
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
多

い
た
め
で
す
。

②
う
が
い
を
す
る

う
が
い
は
口
の
中
に
い
る
ウ

ィ
ル
ス
や
細
菌
を
洗
い
流
す
作

用
が
あ
り
口
の
な
か
を
清
潔
に

保
つ
た
め
に
簡
単
で
よ
い
方
法

で
す
。
こ
と
に
ヨ
ー
ド
剤
が
含

ま
れ
て
い
る
う
が
い
薬
は
ウ
ィ

ル
ス
や
細
菌
を
殺
す
作
用
が
あ

り
、
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

効
果
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
マ
ス
ク
を
つ
け
る

冷
た
く
乾
燥
し
た
空
気
を
一

気
に
吸
い
込
む
こ
と
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、
の
ど
の
粘
膜
を
保

護
す
る
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り

ま
す
。

④
極
端
な
厚
着
は
避
け
る

厚
着
は
、
外
気
の
温
度
変
化

に
対
す
る
適
応
力
を
弱
め
ま
す
。

ま
た
、
不
必
要
な
発
汗
作
用

を
引
き
お
こ
す
原
因
と
も
な
り

ま
す
。

⑤
汗
を
か
い
た
ま
ま
に
し
な
い

運
動
の
あ
と
な
ど
汗
を
か
い

た
と
き
は
早
く
汗
を
ふ
い
て
下

着
を
と
り
か
え
、
か
ら
だ
を
冷

や
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
室
内
の
換
気
と
湿
度
に
注
意

多
く
の
暖
房
器
具
は
、
室
内

の
空
気
を
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。

乾
燥
し
た
空
気
は
ウ
ィ
ル
ス

に
好
都
合
と
な
り
、
ま
た
、
か

ぜ
を
ひ
い
て
い
る
人
の
の
ど
を

さ
ら
に
痛
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
湿
度
に
も
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

⑦
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
注

射
を
受
け
ま
し
ょ
う

65
歳
以
上
の
人
は
、
個
人
負

担
金
１
、
０
０
０
円
で
長
生
郡

市
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
接

種
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
８
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

かぜのひきはじめに効果のある食事

栄養補給をする
トマトと卵のスープ　（１人分）
トマトは、かぜのウイルスを退治するビタミンＣが

たくさん含まれています。また、卵にはたんぱく質な

ど栄養分が豊富に含まれて

います。

作り方
①トマト1／2個をざく切りにし、にら1／4束をみじん

切りにする。

②水2／3カップとコンソメ1／2個を鍋に入れて煮立て、

にら、トマトを加えてさっと煮る。

③塩、こしょうで調味し、水ときかたくり粉でとろみを

つけ、溶き卵1個を流し入れ火を止める。

汗をだして熱を下げる
ネギみそ即席スープ　（１人分）
ネギは体を温めて、汗を出す働きがあります。また、

しょうがは、せき、冷え、頭痛に効くと言われていま

す。

作り方
①ネギ1／5本、しょうが1／3かけをみ

じん切りにする。

②器に入れて、とろろ昆布少々、みそ

大さじ1／2を入れ、熱い湯を注ぐ。

十分に水分をとる
大根おろし梅干しうどん　（１人分）
食欲が落ちたときに梅干しを食べると食欲がわきま

す。また、大根には消化を助けたり、せきを抑える効

果があります。

作り方
①大根100ｇをすりおろす。

ねぎ1／4をみじん切り、

梅干しは種をのぞく。

②うどん1玉をゆでて、大根おろし、ねぎ、梅干しを

のせて、麺つゆまたはだしを調味したものをあたた

めてかける。



14

す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　
親
　
　
地
　
区

麻
生
　
千
尋

貴
雄
　
高
谷
原

田
中
　
豪

樹
　
　
七
井
土

植
竹
み
く
に
　
恒
和
　
岩
　
沼

行
木
　
優
輝

雅
夫
　
岩
　
沼

岡
田
　
侑
也

三
男
　
中
之
郷

緑
川
　
真
海

準
人
　
金
　
田

佐
藤
　
海
夢

仁
　
　
信
　
友

松
川
　
晃
生

隆
幸
　
金
　
田

森
　
　
美
咲

博
志
　
入
山
津

高
橋
　
龍
也

真
樹
　
大
　
村

水
本
　
悠
馬

貴
文
　
中
之
郷

御
園
　
萌
永

丈
夫
　
城
之
内

豊
田
　
陽
生

聡
　
　
七
井
土

伊
藤
　
朱
里

正
章
　
金
　
田

出
生
・
死
亡
（
10
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

こ
の
作
品
は
、
毘
沙
門
亀
甲
の

パ
タ
ー
ン
を
し
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

で
す
。

六
角
形
の
半
分
の
型
紙
１
枚
を

使
っ
て
色
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き

ま
す
。
濃
淡
、
中
間
色
の
色
合
い

に
よ
っ
て
立
体
感
が
出
る
感
じ
を

だ
し
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
ピ

ー
ス
が
か
さ
な
ら
な
い
よ
う
に
色

を
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

色
合
わ
せ
が
い
ち
ば
ん
難
し
く
、

８
㎜
以
下
の
細
い
ふ
ち
ど
り
の
ま

つ
り
縫
い
に
も
と
て
も
苦
労
し
ま

し
た
が
、
完
成
し
て
壁
に
か
け
た

と
き
は
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し

た
。
先
生
が
と
て
も
詳
し
く
指
導

し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
中
で
の
作
業
は
と
て

も
楽
し
い
で
す
。

こ
の
次
は
、
漢
字
キ
ル
ト
と
束

ね
の
し
の
ア
ッ
プ
リ
ケ
キ
ル
ト
の

製
作
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

先
生
か
ら
一
言

六
角
形
の
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
き

ち
ん
と
で
き
て
お
り
、
端
の
半
分

に
な
っ
た
六
角
形
も
く
る
わ
ず
に

丁
寧
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

清水　聡子さん
（岩　沼）

まんがで選挙を考える

新記録に挑戦！
木本　真理
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,257人 (+4)

女　7,310人 (+4)

計 14,567人 (+8)

■世帯数

4,780戸 (+10)

11月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人
年
齢
　
地
　
区

森
　
　
　
美
　
87
歳
　
小
泉
南
部

石
塚
冨
美
子
　
76
歳
　
岩
　
沼

小
野
　
惠
子
　
42
歳
　
金
　
田

麻
生
　
昭
三
　
72
歳
　
薮
　
塚

田
中
　
清
　
　
73
歳
　
下
　
村

高
橋
　
あ
さ
　
88
歳
　
中
之
郷

緑
川
　
き
く
　
89
歳
　
金
　
田

細
矢
　
榮
　
　
92
歳
　
小
　
橋

田
中
き
み
子
　
81
歳
　
入
山
津

安
生
　
あ
い
　
90
歳
　
昭
　
和

米
倉
　
と
め
　
92
歳
　
南
中
瀬

御
園
　
良
子
　
60
歳
　
高
根
新
屋
敷

細
谷
　
春
之
　
43
歳
　
七
井
土

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

たくさんの募金をありがとう！
11月３日の長生村民文化祭公民館のつどいにおいて、

ハンドベルの演奏を披露した長生中の「ハッピーサウ

ンドベルズ」です。当日、ハンドベルの演奏と同時に、

木更津市に住んでいて、現在鶴舞の千葉県循環器病セ

ンターに入院している渡辺さえちゃん（５歳）の心臓

移植手術のための募金活動を行いました。

この募金活動は９月中旬より、北は北海道から南は

沖縄県までと全国各地で行われているもので、私たち

もこれに賛同したものです。文化祭にお越しのみなさ

んのご協力により、あっという間に66,726円もの募金

をいただきました。早速、11月５日に「さえちゃんを

助ける会」へ送金させていただきました。みなさんの

あたたかい気持ちに感謝しています。

私たちは、会場のみなさんがハンドベルに合わせて

一緒に歌ってくれた“ふるさと”を励みに、これから

も色々なボランティア活動を続けていきたいです。

みなさん応援してください。

ハッピーサウンドベルズより

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

私の将来の夢は、お花屋さんになる

ことです。理由は、花が好きだからで

す。きれいでみんなの心がやさしくな

るような花を育てて、おおぜいの人に、

花を愛してもらい、しあわせになって

もらいたいからです。

佐瀬　友美さん

八　積　小

６　年

ぼくの将来の夢は、大学を卒業して、

テレビのクイズ番組に出て資金をた

め、京都に家を建てて京都の歴史を調

べたいです。京都の自然と歴史に触れ、

日本一の歴史研究家になりたいです。

並木　拓哉くん

高　根　小

６　年
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
人権の花として八積小学校に贈られた株苗は？

１、コスモス　２、芍薬　３、菊

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り 12月14日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え 1、橋本聖子

◇当選者　高松光子さん、根里豊敏さん
片岡杏捺さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

「
私
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

五
輪
の
体
操
で
活
躍
し
た
オ
ル

ガ
・
コ
ル
ブ
ト
選
手
が
バ
レ
エ

を
習
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
当
時
の
私
と
身
長
と
体

重
が
同
じ
だ
っ
た
の
で
床
運
動

の
演
技
が
上
手
く
な
る
よ
う
に

と
14
歳
で
し
た
が
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
を
習
い
始
め
た
の
で

す
」
と
話
す
の
は
、
公
民
館
教

室
の
少
年
・
少
女
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
教
室
の
講
師
を
し
て
い
る
小

川
雅
子
さ
ん
（
信
友
）
で
す
。

「
高
校
時
代
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
を
志
し
ま
し
た
。
通
っ
て
い

た
高
校
に
ダ
ン
ス
部
が
な
か
っ

た
の
で
、
新
橋
に
あ
っ
た
ダ
ン

ス
学
院
ま
で
学
校
帰
り
に
通
い

ま
し
た
。
帰
り
が
遅
く
周
り
の

人
か
ら
変
な
目
で
見
ら
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
、
と
に
か
く

ダ
ン
ス
を
や
り
た
い
一
心
で
通

い
続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
・
ヤ
ン
グ
の

ヤ
ン
グ
・
メ
イ
ツ
の
レ
ギ
ュ
ラ

ー
を
１
年
間
体
験
出
来
た
の
で

す
が
高
校
卒
業
後
は
親
の
強
い

勧
め
で
社
会
人
と
な
り
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
は
一
時
中
断
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
」
と
過
ぎ
去

り
し
日
を
振
り
返
り
話
し
ま

す
。
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は

モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
界
に
飛
び
込
み

ア
フ
タ
ー
５
は
ダ
ン
ス
に
費
や

す
日
々
が
続
い
た
そ
う
で
す
。

「
バ
レ
エ
を
始
め
た
の
が
遅

す
ぎ
た
こ
と
へ
の
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
が
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な
っ
て
持
続
し
、
気
が
付
い

た
ら
42
歳
の
こ
の
年
ま
で
自
分

に
合
う
ダ
ン
ス
を
探
し
求
め
て

おがわ・まさこ　昭和34年１月22日、横
浜市生まれ。長生村信友に在住。14歳か

らクラシックバレエを習いはじめ、ジャズ

ダンス、モダンダンスを経験。現代舞踊協

会と神奈川県芸術舞踊協会に所属し子ども

モダンバレエ教室の助教師となる。都内よ

みうり文化センターのジャズダンス講師や

横浜市社会体育指導者を務め、1992年に

ＡＦＡＡ認定インストラクターの資格を取

得。現在、長生村中央公民館の少年・少女

リズムダンス教室の講師を務めている。

喜
び
を
踊
り
で
表
現
し
た
い

さ
ん

７
月
28
日
バ
ス
ツ
ア
ー
だ
っ

た
が
、
29
人
で
中
央
道
か
ら

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
経
て
富

士
バ
イ
ン
ズ
パ
ー
ク
で
昼
食
を

済
ま
せ
い
よ
い
よ
午
後
１
時
、

ま
ず
は
富
士
一
館
（
２
、
７
０

０
ｍ
）
７
合
目
に
向
か
う
。
歩

き
出
し
て
５
時
間
後
の
午
後
６

時
に
目
的
地
、
富
士
一
館
に
到

着
。
夕
食
を
取
り
３
時
間
半
程

仮
眠
。
こ
の
日
の
登
山
者
は
１

万
３
千
人
と
か
で
、
各
山
小
屋

は
満
員
で
仮
眠
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。

午
後
10
時
山
頂
へ
向
か
っ
て

出
発
。
早
く
も
１
人
脱
落
者
が

出
る
。
登
山
者
が
多
い
の
で
進

む
に
進
め
ず
、
二
、
三
歩
歩
い

て
は
止
り
、
又
二
、
三
歩
歩
い

て
は
止
る
登
山
だ
。
そ
れ
で
も

本
８
合
目
（
３
、
３
６
０
ｍ
）

ま
で
登
る
と
、
山
が
険
し
く
な

加
藤
栄
彦
（
信
友
）

日
本
一
の
富
士
山
に
登
っ
て

り
合
い
が
涌
き
出
て
く
る
よ
う

な
、
心
と
体
が
癒
さ
れ
る
よ
う

な
ダ
ン
ス
を
伝
え
た
い
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
料　理

講師の高師さん

鯖の香味漬け鯖の香味漬け
●材　料（４人分）
・鯖（三枚おろし）・・・・・１尾分

・小麦粉・・・・・・・・・・適量

・油・・・・・・・・・・・・適量

・しょうゆ・・・・・・・・・大さじ４

・酢・・・・・・・・・・・・大さじ４

・砂糖・・・・・・・・・・・大さじ１

・生姜汁・・・・・・・・・・小さじ１

・にんにく・・・・・・・・・１かけ

・湯・・・・・・・・・・・・大さじ３

・豆板醤・・・・・・・・・・小さじ１／２

・ごま油・・・・・・・・・・大さじ２

・長ねぎ・・・・・・・・・・１／２本

・万能ねぎ（小口切り）・・・１／３束

☆鯖の脂にはＥＰＡ、ＤＨＡが含まれます。動脈硬化、

心筋梗塞の予防に。痛みやすいので注意！

☆1人分エネルギー304kcal たんぱく質18.4g 脂肪

20.８g

●作り方
①鯖は片身を４つに切り８切れとし、小麦粉をまぶす。

②にんにく、長ねぎはみじん切りにしAの材料を小鍋
に入れ、ひと煮立ちしたらボールに移し、長ねぎを

加える。

③揚げ油を熱し①の鯖をカラリと揚げる。油を切って

熱いうちに②の漬け汁に入れ、全体に汁がまわるよ

うにひと混ぜする。

④味がなじんだら皿に盛り、万能ねぎを散らす。

ひ
た
す
ら
踊
り
続
け
て
来
ま
し

た
。
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
レ
ベ
ル
程

度
し
か
な
い
ダ
ン
ス
で
す
が
、

私
の
心
と
体
の
柔
ら
か
さ
は
昔

と
変
わ
ら
な
い
自
信
が
あ
り
ま

す
。
私
の
人
生
は
ず
っ
と
ダ
ン

ス
一
直
線
で
し
た
」
と
一
途
な

性
格
の
小
川
さ
ん
。

「
ダ
ン
ス
教
室
の
子
ど
も
た

ち
に
は
子
ど
も
扱
い
せ
ず
大
人

と
同
じ
よ
う
に
人
間
と
し
て
敬

意
を
持
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
そ
う
し
て
欲
し
か
っ
た

よ
う
に
誉
め
る
こ
と
で
個
人
の

良
い
所
を
最
大
限
に
引
き
出
せ

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
裏
方
の
私
が
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
舞
台
に
上
が
る
の

は
み
ん
な
に
一
体
感
を
持
た
せ

全
体
と
し
て
の
テ
ン
シ
ョ
ン
を

上
げ
る
の
が
狙
い
で
す
。
動
き

に
つ
い
て
は
筋
肉
を
意
識
し
た

も
の
で
心
を
込
め
て
踊
っ
て
い

ま
す
が
、
行
き
届
か
ず
に
私
を

見
て
気
分
を
害
し
た
人
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
本
当
に
申

し
わ
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

明
る
く
前
向
き
な
小
川
さ
ん

は
、
静
と
動
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
毎
日
の
生
活
に
生
き
る
張

り
立
っ
て
は
登
れ
ず
四
つ
ん
這ば

い
で
登
る
。
空
気
が
薄
く
な
り

脱
落
者
が
続
出
。
登
る
速
さ
が

遅
か
っ
た
が
ど
う
に
か
日
の
出

ま
で
に
山
頂
へ
立
つ
こ
と
が
で

き
た
。
富
士
一
館
か
ら
山
頂

（
３
、
７
７
６
ｍ
）
ま
で
約
７
時

間
、
午
前
４
時
50
分
雲
海
か
ら

昇
る
日
の
出
に
登
山
者
全
員
か

ら
万
歳
の
声
が
あ
が
る
。
29
人

中
山
頂
に
立
て
た
の
は
７
人
で
、

最
年
長
だ
っ
た
私
は
体
力
に
自

信
が
も
て
た
。
下
山
は
４
時
間

で
ず
い
ぶ
ん
早
く
下
山
で
き
た
。

全
行
程
16
時
間
程
だ
が
、
日

本
一
の
富
士
山
を
征
服
で
き
、

爽
快
な
気
分
に
浸
っ
た
富
士
登

山
の
一
日
は
私
の
一
生
涯
の
思

い
出
と
な
る
こ
と
と
思
う
。

富士山頂から素晴しい雲海

Ａ 子どもたちと一緒に踊る小川さん
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

３
日
・
17
日
・

28
日
・
29
日
・
30

日
・
31
日
は
、
体

育
館
・
武
道
館
・

弓
道
場
・
薮
塚
球

技
場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

14
日
・
21
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

13
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
、
秋
季
村
民
親
善
野

球
大
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
優
　
勝

長
生
タ
イ
ガ
ー
ス

○
準
優
勝

大
村
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

○
第
３
位

七
井
土
、
合
同
資
源

○
最
優
秀
選
手
賞

長
谷
川
陽
右
（
長
生
タ
イ
ガ
ー
ス
）

○
敢
闘
賞

久
保
田
誠
（
大
村
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）

○
打
撃
賞

菊
池
義
孝
（
長
生
タ
イ
ガ
ー
ス
）

村
体
協
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
ゴ
ル
フ
教

室
を
12
月
11
日
（
火
）
か
ら
火
曜
ゴ
ル

フ
教
室
、
14
日
（
金
）
か
ら
金
曜
ゴ
ル

フ
教
室
の
２
教
室
を
、
毎
週
午
後
２
時

か
ら
３
時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

※
両
方
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
練

習
場
　
　
（
32
）
０
１
８
１

◇
対
　
象

長
生
村
在
住
の
初
級
者

（
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
ば
か
り
の
人
、

基
本
か
ら
学
び
た
い
人
）

季
村
民
親
善
野
球

大
会
の
成
績

秋秋秋秋

ば
打
ち
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

そそそそ
成
人
村
民
を
対
象
に
そ
ば
打
ち
教

室
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
16
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
（
時
間
厳
守
）

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
室

◇
内
　
容

そ
ば
打
ち

◇
対
　
象

村
内
在
住
の
成
人

◇
持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
フ
キ

ン
・
三
角
巾
・
タ
ッ
パ

◇
費
　
用

５
０
０
円
（
申
し
込
み

時
に
集
金
し
ま
す
）

◇
募
集
人
員

20
人
（
先
着
順
で
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◇
受
　
付

12
月
５
日
（
水
）
〜
９

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
中

央
公
民
館
窓
口
で

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。

生
歩
こ
う
会

12
月
の
例
会
案
内

長長長長
今
月
は
日
本
を
代
表
す
る
都
市
公
園

で
各
国
の
庭
園
の
あ
る
新
宿
御
苑
。
見

事
な
人
工
林
の
明
治
神
宮
、
代
々
木
公

園
を
主
体
に
平
坦
な
都
心
の
公
園
を
散

策
し
ま
す
。

◇
と
　
き

12
月
16
日
（
日
）
午
前
８

時
　
茂
原
駅
集
合
　
８
時
24
分
発
千

葉
行
乗
車
　
ホ
リ
デ
ー
パ
ス
利
用

◇
コ
ー
ス

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅→

新
宿
御

苑→

明
治
神
宮→

代
々
木
公
園

→
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
（
約
12
㎞
）

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
　
無
料
、
会
員
以
外

３
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
保
障
は
保
険
の
範
囲
以

内
と
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
、
雨
具
、
保
険
証
、

そ
の
他
　

◇
締
め
切
り

12
月
８
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

※
会
員
は
欠
席
者
の
み
、
必
ず
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

ル
フ
教
室
を

開
催
し
ま
す

ゴゴゴゴ

◇
料
　
金

レ
ッ
ス
ン
料
　
１
回
に
つ

き
１
、
４
２
０
円
と
別
に
ボ
ー
ル
代

◇
主
　
催

長
生
村
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

生
涯
学
習
課
　
　
（
32
）
５
１
０
０

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
の
発
表
、

展
示
な
ど
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参

加
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

長
生
村
民
文
化
祭
を
終
え
て
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十
一
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

穂
す
す
き
の
白
き
翳
り
や
夕
山
路
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

枯
菊
の
根
元
明
日
へ
の
光
充
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

渡
し
ま
で
道
ゆ
づ
り
合
ひ
草
紅
葉
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

赤
い
実
を
み
つ
け
マ
フ
ラ
ー
滑
ら
せ
る
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

七
五
三
祝
ひ
て
母
も
米
寿
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

鈴
ら
ん
は
実
に
丸
髷
の
玉
珊
瑚
　
　
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

小
康
の
夫
の
髪
刈
る
菊
日
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
津
や
す
は

余
生
な
ほ
支
へ
合
ふ
日
々
冬
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

夫
の
靴
磨
き
勤
労
感
謝
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

草
紅
葉
い
そ
ぐ
な
き
歩
き
孤
独
感
　
　
　
　
　
　
　
三
枝
　
幸
江

文
化
祭
句
展
の
下
の
昼
餉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
千
代

枯
野
道
そ
の
静
寂
の
安
堵ど

感
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
紅
雨

も
み
じ
葉
の
美
し
一
葉
栞
に
す
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
て
る
子

か
へ
り
花
縁
切
り
寺
の
血
脈
譜

中
村
　
英
子

お
芋
堀
り
園
児
の
歓
声
一
頻
り
　
　
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

草
紅
葉
頬
笑
み
か
け
る
道
祖
神
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の
座
蒲
団
ひ
と
つ
遺
さ
れ
て
　
御
園
　
英
子

佛
飯
を
撒
け
ば
応
へ
て
小
鳥
来
る
　
　
　
　
　
　
　
宮
川
　
雪
枝

向
き
変
え
る
だ
け
の
犬
小
屋
冬
に
入
る
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

雨
ひ
と
日
鳴
か
ぬ
鴉
と
捨
て
案
山
子
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

人
の
名
を
聞
い
て
忘
れ
て
小
春
か
な
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸
　

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

花
壇
の
部
16
団
体
・
プ
ラ
ン
タ
ー
の

部
５
団
体
で
、
合
計
21
団
体
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
花
壇
の
部

優
秀
賞

七
井
土
子
ど
も
会
育
成
会

奨
励
賞

高
根
保
育
所
、
新
地
子
ど

も
会
育
成
会
、
大
昌
建
設

努
力
賞

む
す
び
花
ク
ラ
ブ
、
長
生

村
を
愛
す
る
会
、
教
育
委
員
会

○
プ
ラ
ン
タ
ー
の
部

奨
励
賞

ハ
ン
デ
イ
セ
イ
コ
ウ

努
力
賞

高
根
小
学
校

い
っ
ぱ
い
運
動

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
結
果

花花花花
生
涯
大
学
校
は
、
60
歳
以
上
の
人
た

ち
が
恵
ま
れ
た
学
習
環
境
の
中
で
、
新

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
広
く
仲
間
づ

く
り
を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
の
成
果

を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社
会
参

加
に
よ
る
生
き
が
い
の
高
揚
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
資
　
格

長
生
地
域
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上

の
人
（
昭
和
17
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
）
で
学
習
の
成
果
を
地

涯
大
学
校
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

生生生生

域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社
会
参
加

に
意
欲
の
あ
る
人

◇
学
園
・
課
程
・
学
科
・
定
員

外
房
学
園

（
茂
原
市
本
小
轡
字
一

本
松
３
１
９-

１
）
一
般
課
程

（
通
学
２
年
制
　
定
員
１
９
５
人
）

・
福
祉
科
　
70
人
・
生
活
科
　
30
人

・
園
芸
科
　
70
人
・
陶
芸
科
　
25
人

京
葉
学
園

通
信
課
程
（
福
祉
生
活

科
　
定
員
５
０
０
人
）

◇
入
学
金
・
授
業
料

無
料
（
実
習
の

教
材
費
、
通
信
課
程
の
テ
キ
ス
ト
送

料
な
ど
は
自
己
負
担
）

◇
入
学
案
内
の
配
布

県
生
涯
大
学
校
学
園
事
務
局
、
県
庁

高
齢
者
福
祉
課
、
長
生
支
庁
社
会
福

祉
課
、
役
場
健
康
福
祉
課
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
郵
送
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
返
信
用
封
筒
（
角
２
サ
イ
ズ

に
あ
て
先
を
記
入
し
１
４
０
円
切
手

貼
付
）
を
同
封
の
う
え
、
県
生
涯
大

学
校
事
務
局
へ

◇
願
書
受
付

平
成
14
年
１
月
４
日
（
金
）
ま
で

◇
願
書
提
出
先

〒
２
６
０-

０
８
０
１
　
千
葉
市
中

央
区
仁
戸
名
町
６
６
６-

２

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

◇
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
生
涯
大
学
校

事
務
局

０
４
３
（
２
６
６
）
４
７
０
５
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文化会館・公民館の休館日 
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文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プラネタを見て

㊨吉野　良くん（茂原市）
㊥吉野　沙希ちゃん（茂原市）
㊧山田　恭平くん（茂原市）
秋の星座がどこにあるかわ

かった。きれいだった。

文化会館　　32ｰ5100

涯
学
習
振
興
大
会
が

開
か
れ
ま
す

生生生生◇
と
　
き

12
月
16
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時

◇
と
　
き

12
月
２
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時
30
分

◇
内
　
容

・
春
と
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰

・
記
念
講
演
　
演
題
「
聖
火
に
恋
を

し
て
」

講
師
　
橋
本
　
聖
子

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

マ
ハ
音
楽
教
室

発
表
会

ヤヤヤヤ ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

ウ
ン
ド
フ
ォ
レ
ス
ト

ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ

ササササ

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

◇上映時間◇

◇
と
　
き

12
月
23
日
（
日
）

開
演
　
午
後
１
時

◇
入
場
料

８
０
０
円

◇
主
　
催

サ
ウ
ン
ド
フ
ォ
レ
ス
ト

（
32
）
３
５
６
８

◇
タ
イ
ト
ル
名

「
冬
の
番
組
」「
地
平
線
を
こ
え
て
」

◇
内
　
容

日
本
か
ら
み
る
こ
と
の
で
き
な
い

南
半
球
は
銀
河
系
の
中
心
を
空
高

く
見
る
こ
と
が
で
き
、
美
し
い
星

雲
星
団
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

今
回
は
舞
台
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
移
し
て
星
空
を
見
て
い
き
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
人
　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

村
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
う

た
め
、
次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い

ま
す
。

◇
と
　
き

１
月
14
日
（
月
）
成
人

の
日
　
午
前
10
時
か
ら

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
ホ
ー
ル

◇
対
象
者

昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※
現
在
長
生
村
に
住
民
登
録
は
な
い

が
、
村
内
の
小
中
学
校
に
在
籍
し
て

い
た
人
や
結
婚
、
仕
事
な
ど
で
新
し

く
長
生
村
の
住
民
に
な
っ
た
人
も
参

加
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
生
涯
学
習

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
32
）
５
１
０
０

成
人
を
祝
う

式
典
の
開
催

新新新新 ◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

（
株
）
和
国
屋

（
25
）
１
０
８
０

講師の橋本聖子さん
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
交通事故に負けない被害者の本　　　　　吉岡　　翔

家の匂い町の音　　　　　　　　　　　　久世　光彦

夢の裂け目　　　　　　　　　　　　　井上　ひさし

上海カサブランカ　　　　　　　　　　　生島　治郎

立ち上がれ！日本　　　　　　　　　　　竹中　平蔵

検証特殊法人改革　　　　　　　　　日本経済新聞社

未来からの過去　　　　　　　　　　　　犬養　道子

るりはこべ（上・下） 丸山　健二

世界のひびわれと魂の空白を　　　　　　柳　　美里

劇盗二代目日本左衛門　　　　　　　　　佐藤　雅美

101個目のレモン 俵　　万智

僕は結婚しない　　　　　　　　　　　石原　慎太郎

闇からの声　　　　　　　　　　　　　　黒岩　重吾

黒衣の宰相　　　　　　　　　　　　　　火坂　雅志

最後の家族　　　　　　　　　　　　　　村上　　竜

レヴォリューションＮｏ３　　　　　　　金城　一紀

これでおしまい　　　　　　　　　　　　永倉　万治

手のひらでできる無痛リンパ整体　　　　佐藤　　彰

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　著者名
いま、歴史問題にどう取り組むか　　　　船橋　洋一

緊急発言いのちへ　　　　　　　　　　　柳田　邦男

チェルノブイリいのちの記録　　　　　　菅谷　　昭

ロシア幽霊軍艦事件　　　　　　　　　　島田　荘司

テロリズムと世界宗教戦争　　　　　　　宮崎　正弘

満水子（上・下） 高樹　のぶ子

アブラクサスの祭　　　　　　　　　　　玄侑　宗久

坊ちゃん忍者幕末見聞録　　　　　　　　奥泉　　光

太陽待ち　　　　　　　　　　　　　　　辻　　仁成

武闘の大地　　　　　　　　　　　　　　高橋　義夫

悪いうさぎ　　　　　　　　　　　　　　若竹　七海

セカンド・ライン　　　　　　　　　　　重松　　清

吉田松陰（上巻・下巻） 童門　冬二　

飛ぶ男、噛む女　　　　　　　　　　　　椎名　　誠

シャトウルージュ　　　　　　　　　　　渡辺　淳一

町衆の城（上・下） 典厩　五郎

火宅の坂　　　　　　　　　　　　　　沢田　ふじ子

超本格パンが100分で焼ける！ 田辺　由布子

昆
布
酒
し
ょ
う
ゆ
、
か
つ

お
節
し
ょ
う
ゆ
、
昆
布
酢
、

ご
ま
ソ
ー
ス
、
し
ょ
う
が
み

そ
、
だ
し
み
つ
な
ど
、
あ
る

と
役
立
つ
だ
し
い
ら
ず
の
便

利
調
味
料
と
、
そ
れ
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
便
利
調
味
料

松
本
　
忠
子

羊
毛
の
森
、
フ
ェ
ル
ト
の
世

界
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
フ
ェ
ル
ト
で
お
菓
子

の
よ
う
な
ふ
わ
ふ
わ
の
羊
毛
や

パ
イ
生
地
の
よ
う
な
デ
リ
ケ
ー

ト
な
素
材
の
マ
フ
ラ
ー
、
バ
ッ

ク
、
帽
子
、
小
物
な
ど
を
紹
介
。

作
り
方
を
プ
ロ
セ
ス
写
真
つ
き

で
や
さ
し
く
解
説
。

ハ
ン
ド
メ
イ
トフ

ェ
ル
ト

昭和60年12月１日に初版された地

名物語を一部改訂し、新しくなった

長生村地名物語を再版しました。

１冊500円

で文化会館内

生涯学習課で

販売しており

ます。購入希

望者は窓口に

お申し出くだ

さい。

長生村刊行物を
販売しています



違法・悪質な金融業者による被
害を最小限に防ぐために「住宅ロ
ーン・クレジット・サラ金多重債
務110番」と題する、電話による

たくさんのご応募いただきあり

がとうございました。応募総数

46点の中から「ながいき元旦祭」

に決定しました。平成14年元旦の

イベントよりこの名称で開催いた

します。みなさんのお越しをお待

ちしております。

◇と　き 平成14年元旦

◇ところ 一松海岸（驚）

◇内　容 いなさ太鼓の打ち込み

甘酒・紅白餅の無償配布

焼き芋の販売など

◇問い合わせ　産業課
32ｰ2114

22

総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

北 川 橋 の
工 事 状 況

県道茂原夷隅線七井土地先の北

川橋架替工事は、10月末に上部工

が完了し今月中に現在の迂回路か

ら県道への切り替え作業を予定し

ます。切り替え工事の際には片側

通行となりますので、注意して通行

してください。また、現在通行止

めとなっている自転車道路は、引

き続き通行止めとなります。来年

３月の全工事完成を目指し実施し

ていますのでご協力お願いします。

◇問い合わせ 一宮川改修事務所

一宮川改修課　　26-3703

多重債務110番
無料電話相談会

名 称 決 ま る
自衛隊生徒を
募集します

防衛庁では、中学校卒業者を対

象とした自衛隊生徒（陸・海・空）

を募集します。

◇応募資格 平成14年４月１日現

在、15歳以上17歳未満の男子で

中学校を卒業した人

◇受付期間 平成14年１月４日

(金）まで

◇試験日 平成14年１月６日(日)

※試験場は受験票交付時にお知ら

せします。

◇自衛隊生の身分 特別職国家公

務員

◇待　遇 給与（155,900円）

ボーナス（年間4.75カ月分）を

支給されながら、一般高校と同

様の教育を受け高校卒業資格が

得られる。教育期間終了後、各

種部隊の中核とし活動する

◇問い合わせ 自衛隊茂原募集案

内所　　25-0452

納期内に納税を！　今月は

資資資資 産産産産 税税税税 ・・・・ 国国国国 保保保保 税税税税
口座振替の人は残高の確認を！

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

12・2
鈴木医院 宮山医院 鎗田整形外科医院
42ｰ3111 22ｰ4873 24ｰ8686

12・9
長生村診療所 長生病院 茂原機能クリニック
32ｰ3303 34ｰ2121 25ｰ7755

12・16
清水医院 吉田医院 長生病院
42ｰ2950 34ｰ3045 34ｰ2121

12・23
津谷クリニック 東部台医院 高田整形外科医院
32ｰ5645 22ｰ2455 22ｰ0111

12・24
中島内科医院 宮本内科医院 森川病院
42ｰ2139 22ｰ3770 25ｰ1811

12・30
植草内科医院 聖光会病院 君塚病院
42ｰ2005 35ｰ5151 25ｰ1811

無料相談会を行います。

◇と　き 12月８日(土)、９日(日)

午前10時～午後３時

◇受付電話番号 043-243-4144

◇主　催 千葉青年司法書士協議

会・千葉青年法律家協会

◇問い合わせ 前田広司（司法書

士） 047-495-5077

日の出イベント

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 12月３日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 12月16日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎法律相談 12月21日（金）午後１時～午後４時 長生支庁（要予約） 25ｰ7830

◎行政相談 12月17日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391
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役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

検 察 審 査 会

学びたい！
それが入学資格

放送大学は、テレビ・ラジオを

通して自宅で学習できる正規の大

学です。満15歳（全科履修生は満

18歳）以上ならだれでも入学でき、

１科目でも入学できます。卒業す

れば学士（教養）の学位が得られ

ます。

なお、平成14年度第１学期生を

次のとおり募集します。

◇募集学生
①全科履修生（大学卒業目指す）

②選科履修生（1年在学）

③科目履修生（6カ月在学）

◇出願受付 12月15日（土）～

平成14年２月15日（金）

◇問い合わせ・資料請求先
放送大学千葉学習センター

〒261-8586 千葉市美浜区若

葉2-11 043-298-4367

戦没者の遺族に
特 別 弔 慰 金

戦没者の遺族に対する特別弔慰

金の請求は、平成14年4月1日ま

でです。請求手続きの済んでいな

い人は早めに済ませてください｡

◇対象者 戦没者死亡当時の三親

等内親族で、平成7年4月1日～

平成11年３月31日までの間に

公務扶助料や遺族年金の受給権

※法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から受け付けします。

ご存じですか！

交通事故、詐欺、おどしなどの

犯罪の被害にあい、警察や検察庁

に訴えたが検察官がその事件を起

訴してくれない。このような不満

を持つ人のために検察審査会があ

ります。お気軽に相談してくださ

い。費用は無料で、秘密は固く守

られます。

◇問い合わせ 千葉市中央区中央

4-11-27 千葉地方裁判所内

千葉検察審査会事務局

043-222-0165

者が遺族内にいなくなった人

◇給付内容 額面24万円、６年償

還の記名国債

◇問い合わせ及び請求窓口
健康福祉課　　32-2112

職場での悩み
ありませんか？

(社)全国労働基準関係団体連合

会では、厚生労働省から委託を受

け「労働条件相談センター」を設

置しています。相談センターでは

雇用・賃金・労働時間など様々な

労働条件に関する相談に専門家の

アドバイザーが無料で応じます。

仕事帰りや土曜日にも相談できま

すので、ご利用ください。

◇と　き
月～金曜日（午後２時～８時）

土曜日（午後１時～６時）

◇ところ
千葉労働条件相談センター

千葉市中央区弁天町309-1 早川

ビル４階　　0120-783-203

産業まつり実行委員会では、三宅島
噴火に対する義援金を呼びかけたとこ
ろ、10月21日の長生農林業祭では
18,280円、11月３日の産業まつりでは
28,158円が集まり、三宅島役場の噴火
災害対策本部へ送金しました。
また、産業まつりにて行いました農

産物共進会では、22,150円の売上げが
あり、村社会福祉協議会へ寄付させて
いただきました。

ありがとうございました



40歳を超えると1年がとて
も早く過ぎていくような気が
しますね。ついこの間「21世
紀始まりの年」と年賀状に書
いたと思ったら、また年賀状
を書く時期となりました。師
走で何かと忙しくなると思い
ますが、素晴らしい新年を迎
えるためにもう一踏ん張りが
んばりましょう。 （お）

あさがおの絵
です。花の配置
や、葉の重なり
具合いなどを考
えてかいてみま
した。

高根小
（６年生）

立体感を出すた
めに影をつけまし
た。指の先までし
っかりとかきまし
た。

一松小
（６年生）

鈴木 智美さん

平成13年12月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

お兄ちゃんが大好きな柚葉。い

つも後を追いかけて遊んでもらっ

ています。

平成12年12月14日生まれ

父・菊池秀嘉、母・久代さん

柚
ゆず

葉
は

ちゃん（竜宮台）

大好きなおばあちゃんを「ばぁ、

ばぁ」と呼んで追いかけまわすお

てんば娘です。

平成12年12月30日生まれ

父・鈴木光浩、母･真由美さん

玲
れい

ちゃん（新地）

メキシコ原産でシソ科の多年草。

赤紫色でビロードのような花を咲かせます。

花の咲き始めは薄い青色ですが、次第に紫から赤紫色へ

と変わっていきます。このセージは比較的ポピュラーで、ハーブ

とは知らずに育てている人もたくさんいるようです。切り花やドライフラ

ワーとして最適です。 （撮影地：岩沼）

メキシカン
ブッシュセージ

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

田中 望菜さん

広い北海道の大
地をイメージした
絵で、雲が浮き出
るよう苦労してか
きました。

長生中
（３年生）

片岡裕貴 くん

この広報は再生紙を使用しています。


